
〈
〓
三薫

大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て

わ
れ
わ
れ
の
町
に
は
二
つ
の
劇
場
が
相

次
い
で
建
て
ら
れ
た
。
大
正
座
、
弥
富

公
会
堂
、
山
田
公
会
堂
が
そ
れ
で
あ
る
。

当
時
、
八
幡
町
に
は
朝
日
座
、
八
幡

座

（後
に
八
幡
劇
場
）
が
あ
り
、
遅
れ

て
日
吉
劇
場
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
白

鳥
に
は
白
鳥
座
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
新

し
く
ス
ワ
ン
劇
場
が
加
わ
っ
た
。
こ
う

し
て
郡
内
各
劇
場
が
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

あ
る
演
劇
活
動
を
展
開
し
た
。

い
ま
、
私
は
当
時
の
記
録
や
先
輩
の

談
話
を
頼
り
と
し
て
、
大
正
座
建
設
の

音
を
し
の
び
、
往
年
の
文
化
活
動
の
跡

を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

大
正
座
が
歌
舞
伎
座
式
建
築
の
晴
姿

を
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
し
た
の
は
、
大

正
六
年
十
二
月
十

一
日
の
初
興
行
の
時

で
ぁ

っ
た
。
当
時
の
設
計
書
に
は
だ
い

た
い
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

田
　
劇
場
は
徳
永
字
ボ
タ
上
六
七
番
地

に
垣
見
留
之
助
所
有
の
田
地

一
七
五

坪

（約
五
七
七

・
五
イ
）
を
借
地
じ

て
建
て
る
こ
と
。

②
　
劇
場
は
間
□
七
間
、
奥
行

一
〇
間

半
の
二
階
建
で
か
わ
ら
ぶ
き
、
建
坪

野

直

七
三
坪
五
合

（二
四
二

・
五
痛
）
こ

の
ほ
か
に
楽
屋
ひ
さ
し
六
坪
２

九

・

八
２π
）
で
観
客
定
員
四

一
五
人
と
す

る
。
こ
の
ほ
か
灯
火
は
金
属
製
ラ
ン

プ

（こ
の
こ
ろ
ま
だ
電
灯
が
な
か
っ

た
）
観
客
席
に
は
琉
球
む
し
ろ
を
敷

き
詰
め
る
。
警
察
官
の
臨
監
席
Ｌ

一

階
左
側
に
設
け
る
等
の
設
計
で
あ

っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
芝
居
は

警
察
官
の
監
視
の
下
で
行
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
徳
永
の
有
志
た
ち
は

集
ま

っ
て
大
要
次
の
よ
う
な
建
設
規
約

を
定
め
た
。

‐１
　
劇
場
建
築
は
各
人
の
出
資
金
と
寄

付
金
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
。

開
　
敷
地
借
用
料
は
一か
年
に
つ
き
米

三
俵
二
斗
と
す
る
。

③
　
出
資
金
は
一
口
金
一
〇
円
と
す
る
。

０
　
各
人
の
所
有
す
る
□
数

（株
数
）

は
徳
永
区
民
以
外
の
者
に
は
売
買
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

“
　
建
築
落
成
ま
で
に
要
す
る
人
夫
は

出
資
者
の
平
等
負
担
と
す
る
。

Ю
　
鷲
見
源
四
郎
を
建
設
委
員
長
と
す

Ｚ
Ｏ

。

夕

そ

の

以
上
の
規
約
に
見
る
よ
う
に
、
大
正

は
徳
永
区
民
有
志
の
共
同
経
営
で
あ

っ
て
κ
他
地
区
の
資
本
導
入
は
禁
止
さ

れ
た
わ
ウ
そ
あ
る
。
こ
の
規
約
の
主
旨

に
賛
同
し
て
出
資
を
申
し
出
た
者
は
三

○
名
で
□
数
は
七
Ｚ
株

（七
七
〇
円
）

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
徳
永
の
総
戸
数
の

約
半
数
に
当
た
る
。
う
ち
二
□
以
上
の

出
資
者
は
二
〇
人
で
、
最
多
は
鷲
見
源

四
郎
の
二
五
株
、
こ
れ
に
次
ぐ
者
は
山

内
伊
八
の

一
〇
株
で
あ

っ
た
。
こ
の
外
、

徳
永
に
は
財
力

・
声
望
に
お
い
て
屈
指

の
有
力
者
が
あ

っ
た
が
、
鷲
見
村
長
と

は
所
属
政
党
を
異
に
し
て
い
た
た
め
、

最
初
の
う
ち
、
大
正
座
建
設
に
加
わ
ら

な
か
っ
た
。

大
正
座
の
建
設
は
、
大
工

・
木
挽

・

左
官
な
ど
の
職
人
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん

ど
全
部
出
資
者
の
労
役
に
よ
っ
て
、
行

れ
た
。
木
切
り

・
運
搬

・
敷
地
造
り
な

ど
は
請
負
師
に
渡
す
こ
と
な
く
、
す
べ

て
出
資
者
自
身
の
人
足
に
よ
っ
て
行
な

っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
人
足
賃
は

一
応
支
払

っ
た
が
、　
一
日
わ
ず
か

一
〇

銭
だ

っ
た
。
い
く
ら
物
価
の
安
い
時
代

で
も
最
低
の
賃
金
で
、
徳
永
で
は
イ
ブ

シ
ン
人
足
と
同
額
だ

っ
た
。
い
う
な
れ

ば
勤
労
奉
仕
同
様
の
人
足
賃
で
あ

っ
た
。

大
正
座
建
設
は
着
工
以
来
約

一
か
年

で
よ
う
や
く
完
成
し
、
大
正
六
年

一
二

月

一
一
日
、
め
で
た
く
こ
け
ら
落
し

（

新
築
劇
場
の
初
興
行
）
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
郡
内

一
七
か
所
の
店
頭
に
は

そ
れ
を
予
告
す
る
広
告
ビ
ラ
が
張
り
出

さ
れ
て
人
目
を
引
い
た
。
そ
の
店
頭
も

今
は
姿
の
見
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
が

年
配
の
人
に
は
な
つ
か
し
い
店
名
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
次
へ
掲
げ
る
。

タ
ナ

エ
吉
次
　
夕
用
青
木
　
剣
庄
平

剣
畑
安
　
中
津
屋
清
助
　
大
島
床
梅

白
鳥
出
口
屋
　
河
辺
奥
安
　
神
路
酒

井
兼
五
郎
　
島
藤
五
郎
　
名
皿
部
太

郎
左
　
万
場

（欠
字
）

（当
日
の
招
待
客
）
初
日
に
限
り
次
の

五
氏
が
招
待
さ
れ
た
。
平
野
庄
市
　
駐

在
所
　
病
院
　
田
中
喜
之
助
　
加
藤
信

次
郎（優

待
券
配
布
）

渡
辺
末
雄
　
平
野

庄
市
　
加
藤
信
次
郎
　
畑
佐
菊
松
　
山

　

・

内
石
之
助
　
岩
崎
金
吉
　
加
藤
由
松
　
　
１

加
藤
梅
二
郎
　
荻
田
春
吉
　
岩
本
幸
之

　

．

剛
置
姉
コ
帖
造

鶴
卿
鶉

平 一
雄

奥
畷
紳

一 所
　

斗
ほ

諭
粁
集
鍬
卿
　
一〔
格
齢
詰
　
嗣
輝
陪
〔
ヽ

＼

ぃ
側

永
区
内
で
株
主
以
外
の
三

一
軒
に

喘」鵬けれ動
・ず子っ蜘剛畑嚇は糧。

。４は脚購機嘲割耐嘲〔鵬熟朝村

州肺講教師嘲導嘩脚躙椰贅期鋤敵

員
燎
』

七 っ
は

．
第

一
次
世
界
大
戦
が
終

わ
る
と
八
年
九
年
は
戦
後
の
好
景
気
で
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大
正
座
は
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
地
元

の
若
者
た
ち
の
芝
居
熱
も
相
当
な
も
の

で
、
入
営
兵
を
」送
る
に
も
除
退
兵
を
迎

え
る
に
も
村
芝
居
を
上
演
し
て
祝

っ
た
。

当
時
の
役
者
と
し
て
今
に
そ
の
名
を
残

し
て
い
る
人
々
を
挙
げ
れ
ば
、
渡
辺
三

次
郎
、
平
野
庄
市
、
丸
山
金
吾
、
山
内

孫
二
郎
、
渡
辺
音
吉
、
木
島
観

一
な
ど

で
あ
る
。
特
に
丸
山
金
吾
の
演
じ
た
、

「
大
野
九
大
夫
」

（忠
臣
蔵
）
や
木
島

観

一
の

「
羽
柴

一
れ
）

（
．

太
閤
記
）
、

ま
た
平
野
庄
市
、
渡
理

一茨

郎
の
コ
ン

ビ
が
演
じ
た
安
倍
貞
任
７
宗
任
兄
弟

（

奥
州
安
達
が
原
）
な
ど
は
本
職
に
も
劣

ら
ぬ
名
優
ぶ
り
だ
っ
た
と
い
ぅ
一
ま
た

こ
れ
ら
の

「名
優
」
を
育
て
た
師
匠

「山
手
の
い
の
さ
」

（本
名
和
田
清
・Ｃ

の
名
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
存
在
で
あ

っ

た
。
　
　
　
　
　
（氏
名
敬
称
省
略
）

淡
墨
桜
と
そ
の
付
近
を
訪
ね
て

野

春
の
訪
れ
と
共
に
桜
の
花
の
便
り
が

届
く
こ
の
ご
ろ
、
思
い
出
し
た
の
が
昨

年
の
春
根
尾
の
淡
墨
桜
を
訪
ね
た
事
で

あ
る
。
作
家
の
宇
野
千
代
さ
ん
の
淡
墨

桜
を
た
た
え
る
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
る
新
聞
記
事
に
今
年
の
桜
の
満
開
は

四
月
二
十
日
ご
ろ
と
あ
っ
た
、
心
は
根

尾
に
走

っ
た
。
時
は
四
月
十
八
日
、
日

大
間
見
の
文
化
財
役
員
と
そ
の
家
族
を

誘

っ
て

一
行
が
大
和
タ
ク
シ
ー
の
ご
協

力
を
得
て
午
前
七
時
出
発
、　
一
路
根
尾

に
向
か

っ
た
。
満
開
の
桜
の
現
地
に
到

着
し
た
の
が
十
時
こ
ろ
、
先
ず
神
社
に

お
参
り
し
て
、
そ
れ
か
ら
桜
を
観
賞
じ

そ
の
根
元
で
記
念
撮
影
を
し
た
。
樹
令

一
四
〇
〇
余
年
と
か
。
木
の
高
さ

一七
、

ニ
メ
ー

ト
ル
。
幹
周
り
九
、　
一
メ
ー

茂

ト
ル
。
東
西
に
二
二
、
九
メ
ー
ト
ル
。

南
北
に
二

一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
に
張

っ
た

古
木
に
咲
い
た
満
開
の
桜
は
実
に
見
事

で
話
に
聞
い
た
以
上
の
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
桜
の
近
く
に
は
幹
が
二
つ
に
割

れ
て
雑
木
が
群
生
し
て
見
る
も
無
残
な

桜
の
老
木
の
有
様
を
宇
野
さ
ん
は
新
聞

や
雑
誌
に
書
い
た
と
あ
る
。
ま
た
こ
れ

が
老
木
の
起
死
回
生
に
大
き
な
力
と
な

っ
た
と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
も
あ

っ
た
。

桜
に
別
れ
を
告
げ
て
根
尾
断
層
の
現
地

を
訪
れ
た
。
明
治
二
十
四
年
濃
尾
大
震

災
の
古
傷
の
跡
、
断
層
を
見
る
事
が
出

来
た
。
こ
れ
は
根
尾
の
郷
土
資
料
館
で

そ
の
模
型
を
見
て
い
た
の
で
、
こ
の
現

地
を
見
て
あ
ま
り
の
物
す
ご
さ
に
驚
い

た
事
で
あ
る
。
途
中
能
郷
神
社
に
お
参

）

り
、
拝
殿
を
借
用
し
て
昼
食
を
終
る
。

そ
れ
よ
り
三
十
余
Ｋ
も
あ
る
峠
を
越
し

て
揖
斐
郡
徳
山
村
に
到
着
。
ダ
ム
開
発

の
た
め
に
す
で
に
村
の
大
半
が
家
屋
も

こ
わ
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
い
る
状
態
を

眺
め
て
現
地
の
人
に
同
情
す
る
。
奥
地

に
残
さ
れ
た
数
少
い
人
家
を
遠
目
に
眺

め
な
が
ら
川
に
添

っ
て
さ
が
る
。
所
々

に
塞
ぎ
止
め
用
の
横
穴
が
目
に
つ
い
た
。

さ
ら
に
川
を
下
る
と
横
山
ダ
ム
の
見
学

も
で
き
た
。
再
び
峠
を
越
し
て
本
巣
郡

へ
も
ど
り
、
ミ
イ
ラ
で
有
名
な
横
蔵
寺

に
参
拝
し
た
。
さ
ら
に
天
皇
林
公
園
へ

立
ち
寄

っ
た
。
岐
阜
県
植
林
祭
の
時
天

皇
陛
下
お
手
植
え
の
杉
が
あ
ま
り
に
も

大
き
く
成
長
し
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

こ
の
稿
が

一
般
に
配
布
さ
れ
る
こ
ろ
に

は
あ
の
桜
が
花
を
咲
か
せ
て
観
光
客
の

眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
ぁ
ろ
う
。

老
木
淡
墨
桜
よ
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
元

気
で
生
き
延
び
て
く
れ
。

村

井

正

蔵

私
が
特
に
印
象
に
残

っ
て
お
り
、
今

は
影
形
も
な
く
な
っ
た
場
所
、
そ
れ
は

松
尾
城
跡
の
麓
で
、
元
藤
古
橋
付
近
の

景
観
で
す
。

再
び
原
形
に
復
す
る
事
の
出
来
な
い

だ
け
に
、
せ
め
て
本
誌
に
で
も
残
し
て

置
き
た
い
も
の
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

今
よ
り
約
四
十
余
年
前
の
こ
の
場
所

に
は
剣
用
水
か
ら
落
ち
る
小
滝

（約
二

メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
少
し
横
に
流
れ

た
処
に
、
萱
葺
の
水
車
小
屋

（三
日
撮

き
）
、
そ
の
際
を
曲
り
く
ね
っ
た
坂
道

が
続
き
人
間
見
川
に
架
る
元
藤
古
橋
に

至
る
。

こ
の
橋
は
太
い
丸
木
三
本
を
岸
か
ら

岸
に
渡
し
、
中
央
に
は
木
の
鳥
居
、
西

岸
に
は
丸
木
の
屋
次
馬
も
あ
り
ま
し
た
。

丸
木
三
本
の
上
に
板
を
敷
き
つ
め
て
馬

垣
で
板
を
押
さ
え
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
橋
を
渡
り
、
だ
ら
だ
ら
下
る
と

間
も
な
く
藤
古
谷
が
川
に
流
れ
こ
ん
で

い
る
。
こ
の
谷
川
を
越
す
の
に
近
世
稀

な
飛
び
石
で
渡
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

を
渡
る
と
ま
た
坂
道
と
な
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
峠
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
四
十
年
前
の
里
道
で
あ
り
何
百
年
も

前
か
ら
の
通
用
路
で
す
。

こ
の
原
形
は
、
将
に

一
幅
の
山
水
画

を
見
る
様
な
風
景
だ

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
原
形
を
語
り
合
う
事
の

出
来
る
古
老
は
別
と
し
て
も
遠
か
ら
ず

里
人
の
心
か
ら
消
え
失
せ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。随

　

想

○
水
車
小
屋

影
も
な
き
三
日
掲
き
の
水
車
小
屋

背
中
に
負
い
て
五
穀
つ
き
た
り

○
飛
石
渡
り

）

追

憶

我
が
里
の
通
い
し
道
は
三
尺
余
り

飛
び
石
渡
り
て
行
き
も
帰
り
も

○
故
郷
の
橋

（
一
五
か
所
）

川
挟
み
我
が
故
里
は
橋
多
く

丸
木
の
桁
に
板
し
き
っ
め
あ
り

○
橋
桁
に
係
る
屋
次
馬

丸
木
橋
尋
ね
歩
い
た
橋
桁
を

支
え
く
れ
た
よ
屋
次
馬
が

○
藤
古
淵
付
近

登
り
下
り
く
ね
り
曲
が
り
の
里
道
を

待
つ
人
影
や
見
え
つ
か
く
れ
つ

○
坂
　
道

わ
が
庵
は
城
あ
と
近
く
で
坂
道
を

背
負
い
て
運
ぶ
稲
塩
腫
ま
で

○
橋
桁
の
繋
留
縄

洪
水
の
響
き
と
果
て
な
き
雨
の
中

藁
持
ち
よ
り
て
四
綱
の
縄
組
む

○
と
び
越
え
石

曲
が
り
道
峠
を
こ
え
て
配
達
夫

自
転
車
鶴
ぎ
と
び
石
を
越
ゆ
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牧

の

伝
牧

牧
の
伝
説
を
二
つ
三
つ
紹
介
し
ま
し

ょ

う

。
そ
の

一
、
水
神
神
社
の
御
手
洗
清
水

字

「清
水
廻
り
」
に
あ
る
清
水
の

一

つ
で
、
近
時
水
路
の
水
源
地
で
あ
っ
た
。

水
路
に
添

っ
て
、
い
た
る
所
か
ら
湧
き

で
る
清
水
と
合
わ
せ
て
、
約

一
町
歩
の

水
田
を
耕
作
す
る
事
が
で
き
た
。
昔
の

栗
巣
街
道
の
道
添
に
あ
り
、
道
行
く
人

々
の
憩
い
の
場
で
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ

フつ
。そ

の
昔
、
妙
見
宮
に
奉
納
さ
れ
た
絵

馬
が
夜
な
夜
な
抜
け
だ
し
、
こ
の
清
水

を
飲
み
に
来
た
と
い
わ
れ
、
馬
の
足
跡

カロ

藤

男

が
つ
い
て
い
た
踏
石
が
あ

っ
た
が
ほ
場

整
備
で
埋
ま
り
、
今
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
後
、
絵
馬
に
杭
と
引
綱
を
書
き
添

え
つ
な
い
だ
の
で
、
そ
れ
以
来
は
抜
け

出
す
事
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
二
、
千
人
塚

字
田
□
谷
下
に
二
つ
、
字
木
戸
□
に

一
つ
あ
り
、
共
に
千
人
塚
と
い
わ
れ
て

い
る
。
応
仁
二
年
の
斎
藤
妙
椿
と
の
戦

い
や
、
天
文
九
年
の
越
前
朝
倉
勢
と
の

戦
い
で
、
多
く
の
戦
死
者
を
葬

っ
た
塚

と
い
わ
れ
る
。
い
ち
ば
ん
大
き
な
塚
は
、

鐘
塚
と
も
い
わ
れ
、
木
蛇
寺
の
鐘
も
埋

め
て
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
二
、
木
戸
□
清
水

字
木
戸
□
と
字
小
牧
日
の
界
に
あ
り
、

篠
脇
城
の
木
戸
口
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、

こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
嘉
吉
元
年
の
昔
、
大
早
魃
が
続
き
、

里
の
人
達
が
大
変
苦
し
ん
で
い
た
と
き
、

妙
見
宮
の
神
主
の
娘
千
代
が
、
神
に
祈

り
て
歌
を
捧
げ
た
。

み
仏
に
手
向
の
阿
伽
も
水
無
月
の

神
に
祈
り
て
く
る
す
の
里

そ
し
て
、
か
た
わ
ら
を
薙
刀
の
切
先

で
突
い
た
所
か
ら
清
水
が
湧
き
だ
し
、

里
の
人
達
を
救

っ
た
と
い
わ
れ
、
通
称

薙
刀
清
水
と
い
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

千
代
が
祈

っ
た
水
神
は
そ
の
後
、
い
つ

も
水
に
難
儀
し
て
い
る
木
蛇
次
や
近
所

の
里
人
を
救
う
た
め
、
現
在
地
に
祖
ら

れ
た
の
が
水
神
神
社
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
四
、
三
日
坂

明
建
部
落
か
ら
東
へ
三
百
米
余
り
、

通
称
三
日
坂
と
い
う
所
が
あ
る
。
昔
は

栗
巣
街
道
屈
指
の
難
所
と
い
わ
れ
た
所

で
あ
る
。
天
文
九
年
八
月
、
油
坂
か
ら

郡
上
に
浸
入
し
た
越
前
朝
倉
勢
が
二
隊

に
分
か
れ
、
そ
の
一
隊
が
自
鳥
、
六
′

里
を
経
て
こ
の
地
ま
で
来
た
。
待
ち
構

え
て
い
た
篠
脇
勢
と
激
戦
が
交
さ
れ
た
。

あ
ま
り
の
激
戦
に
三
日
間
血
が
流
れ
て

い
た
と
か
、
死
骸
で
通
れ
な
か
っ
た
と

か
い
わ
れ
、
こ
の
地
名
に
な
っ
た
と
い

う
。
坂
の
中
程
の
洞
谷
を
通
称
石
仏
洞

と
い
う
。
洞
の
入
口
に
高
さ
一
メ
ー
ト

ル
余
り
の
自
然
石
が
二
つ
並
ん
で
い
る
。

戦
死
者
を
弔
ら
っ
て
建
て
ら
れ
た
石
仏

と
い
わ
れ
、
洞
の
名
に
な

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
石
仏
を
夜
中
に

一
人
で
三

辺
回
り
、
拝
ん
で
い
る
と
、
と
て
も
き

れ
い
な
娘
さ
ん
が
現
わ
れ
、
お
茶
を
出

し
て
く
れ
た
と
い
う
音
の
話
。
そ
れ
ほ

ん
と
、
さ
あ
て
と
。
石
仏
か
ら
少
し
下

っ
た
道
路
脇
に
、
道
路
改
良
で
今
は
な

く
な
っ
た
が
、
幽
霊
清
水
と
い
う
湧
き

水
が
あ

っ
た
。
さ
れ
い
な
水
で
あ

っ
た

が
、
昔
か
ら
こ
の
清
水
を
飲
ん
で
い
る

と
幽
霊
が
で
る
と
い
わ
れ
、
道
行
く
人

達
も
飲
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ

）

か
に
三
日
坂
に
は
、
三
メ
ー
ト
ル
程
の

大
入
道
が
立

っ
て
い
た
り
、
四
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
大
蛇
が
通
を
塞
い
で
い
た
と

か
で
、
真

っ
青
に
な

っ
た
人
が
、
近
く

の
民
家
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
昔
話
も
あ

る
。
現
在
は
街
路
灯
が
こ
う
こ
う
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
変

っ
た

凄
味
を
見
せ
て
い
る
所
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て

大
和
町
に
は
国
指
定

一
、
県
指
定

一

〇
、
町
指
定
四

一
の
文
化
財
が
あ
る
。

本
年
二
月

一
三
日
付
で
、
牧
の
滝
日
義

一
家
の
五
葉
松
が
町
天
然
記
念
物
に
、

剣
の
妙
見
清
水
が
町
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
四
月
二
日
付
で
大
間

見
円
光
寺
の
し
だ
れ
ざ
く
ら
が
町
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
由

緒
あ
る
も
の
で
、
文
化
財
の
町
大
和
町

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
文
化
財
で
あ
る
。

概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ｏ
滝
日
義

一
家
の
五
葉
松

樹
令
推
定
五
〇
〇
年
と
い
わ
れ
、

根
元
の
周
囲
三

π
、
目
通
り
周
囲
二

・
一
π
、
樹
高
六

π
と
い
う
大
木
で

あ
る
。
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
も
い
う
。
滝
日

家
が
こ
の
地
に
住
み
つ
い
た
時
以
来

の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ｏ
妙
見
清
水

剣
η
見
に
あ
る
清
水
で
、
東
　
胤

行
が
郡
上

へ
入
部
の
と
き
、
千
葉
家

の
氏
神
で
あ
る
妙
見
菩
薩
を
下
総
国

か
ら
勧
請
し
て
、
剣
の
阿
千
葉
城
の

田

中

裕

南
の
地
に
社
を
建
て
、
東
氏
の
氏
神

と
し
た
。
そ
の
社
の
傍
ら
に
清
冽
な

清
水
が
湧
き
出
て
お
り
、
真
夏
の
干

ば
つ
期
に
も
ほ
と
ん
ど
量
は
か
わ
ら

ず
、
冷
た
く
て
お
い
し
い
水
で
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
名
水
に
指
定
さ
れ
て
も

遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

ｏ
円
光
寺
の
し
だ
れ
桜

円
光
寺
は
も
と
周
戸
に
あ

っ
た
が

後
、
現
在
地
薦
従
ピ
建
築
ざ
れ
た
。

こ
の
時
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
、
約

一
三
〇
年
の
樹
齢
で
あ
る
。

根
元
周
囲
三

π
、
日
通
り
周
囲
二

・

一
π
、
樹
高
約

一
三

π
の
美
し
い
し

だ
れ
ざ
く
ら
で
あ
る
。
し
だ
れ
ざ
く

ら
は
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
系
と
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
系
が
あ
る
の
で
、
開
花
時
に
再
調

査
し
て
固
定
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

さ
て
、
文
化
財
と
は

一
体
ど
う
い
う

も
の
を
指
す
の
か
、
要
約
す
る
と
、

一
般
的
に
は
人
類
の
文
化
活
動
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
た
事
物
、
事
象
で
文
化

的
価
値
の
あ
る
も
の
を
い
う
が
、
文
化
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財
保
護
法

（昭
和
二
五
年
制
定
＝
文
化

財
を
保
存
じ
（
そ
の
活
用
を
図
り
、
国

民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、

世
界
文
化
の
進
歩
上
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
法
律
）
の
対
象

と
す
る
も
の
を
指
す
場
合
が
多
い
。

Ｌ
　
有
形
の
文
化
的
所
産
で
、
日
本
に

と

っ
て
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値

の
高
い
も
の
お
よ
び
考
古
資
料

（有

形
文
化
財
）

２
，　
無
形
の
文
化
的
所
産
で
、
日
本
に

と
っ
て
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値

の
高
い
も
の

（無
形
文
化
財
）

３
，　
日
本
国
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解

の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

（民
俗
資
料
）

４
，　
日
本
に
と
っ
て
歴
史
上
ま
た
は
学

術
上
価
値
の
高
い
遺
跡
、
観
賞
上
価

値
の
高
い
も
の
。
動
物
、
植
物
、
地

質
、
鉱
物
で
日
本
に
と

っ
て
学
術
上

価
値
の
高
い
も
の

（記
念
物
）

と
こ
ろ
で
文
化
財
に
対
す
る
対
応
は

ど
う
で
あ
る
か
。

「
濃
飛
の
文
化
財
、

第
二
六
号
に
は

「
岐
阜
県
の
埋
蔵
文
化

財
行
政
は
全
国
の
ビ
リ
か
ら
二
番
目
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て

や

一
般
の
人
々
の
関
心
た
る
や
ま
こ
と

に
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。
実
際
私
た
ち

の
生
活
に
直
接
ひ
び
か
な
い
も
の
が
多

い
の
で
無
理
も
な
い
が
、
た
だ
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
失

っ
た
ら

二
度
と
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
っ
て
あ
る
地
域
の
ネ
ジ
バ
ナ
を
紹

介
し
た
。
約
ニ
ア
ー
ル
ほ
ど
の
場
所
に

び

っ
し
り
は
え
て
い
た
の
が
、
三
日
も

た
た
ぬ
間
に
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
昨

年
も
旧
相
生
中
の
晏
手
の
山
の
カ
タ
ク

リ
を
名
古
屋
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
数
台
の

り
つ
け
て
掘
り
取

っ
て
行

っ
た
が
何
と

か
な
ら
ん
か
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。　
一

人

一
人
の
モ
ラ
ル
に
待
つ
し
か
な
い
の

が
現
状
で
、
そ
れ
と
地
域
の
人
々
が
そ

の
自
然
を
守
る
と
い
う
意
識
と
愛
情
が

な
く
て
は
守
れ
な
い
。

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
と
い
う
会
が
あ

っ
て

そ
の
機
関
紙
に

「盗
掘
と
い
う
愛
好
に

よ
っ
て
そ
れ
ら
は
全
滅
、
と
は
ヒ
マ
の

な
せ
る
罪
」
。

「全
く
の
無
知
と
独
占

欲
に
よ
っ
て
の
惨
状
」
。

「
己
が
手
中

に
し
よ
う
と
い
う
悪
魔
は
こ
の
国
の
自

然
教
育
の

一
大
欠
陥
な
が
ら
、
立
身
出

世
の
入
試
に
は
無
益
、
無
用
」
と
痛
烈

な
こ
と
ば
で
自
然
破
壊
を
責
め
て
い
る
。

こ
の
美
し
い
日
本
の
自
然
を
ど
う
守

っ

て
行
け
ば
よ
い
の
か
、
考
え
た
い
。

俳

句

有

代

信

吾

歳
旦
の
階
う
か
ぶ
大
箸

雪
陥

つ
る
音
深
く
し
て
神
の
森

番
所
跡
の
つ
く
ば
い
石
に
冬
鵬

雛

一
つ
一
つ
の
由
緒
子
に
聞
か
す

花
散
り
ぬ
弥
勒
菩
薩
の
御
手
に
も

飛
び
ざ
ま
も
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
夕
蛍

荻
こ
ぼ
る
鞍
馬
路
ゆ
け
ば
京
言
葉

）

洛

北

へ

の

旅

車
が
京
都
市
内
を
抜
け
る
と
左
右
に

田
園
風
景
、
野
菜
畠
が
つ
づ
き
、
曲
り

く
ね
っ
た
道
が
だ
ん
だ
ん
迫
ま
り
京
都

と
い
う
言
葉
か
ら
す

っ
か
り
離
れ
て
、

道
が
間
違
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
訪
る

程
、
京
都
は
洛
北
鞍
馬
街
道
に
入
る
。

長
い
山
路
、
貴
船
□
か
ら
道
が
二
つ

に
分
か
れ
、
右
鞍
馬
、
左
が
貴
船
と
、

私
達
は
先
に
左
へ
入
り
、
貴
船
川
に
添

っ
て
木
々
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
静
寂
の

地
を
更
に
奥
へ
―
　
漏
慶
た
る
川
の
流

れ
と
、
谷
が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
紅
葉

の
色
鮮
や
か
に
汀
を
染
め
る
。
こ
の
あ

た
り
川
床
料
理
の
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
旅
館
が
並
び
、
縁
台
に
赤
い
毛
醍
を

敷
き
、
傘
が
張
ら
れ
て
客
を
待

つ
、
縁

台
に
散
る
落
葉
を
拾
う
風
情
も
亦

一
枚

の
絵
の
様
に
美
し
く
我
々
の
目
に
映
る
。

車
窓
か
ら
、
あ
の
縁
台
に
お
弁
当
で

も
広
げ
て
…
…
な
ど
、
お
腹
の
虫
の
精

だ
ろ
う
か
。
車
を
下
り
て
左
右
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
義
経
も
歩
い
た
か
も

知
れ
な
い
道
を
、
み
ん
な
の
顔
が
明
る

い
。こ

ん
な
山
奥
に

「
船
」
の
字
の
つ
く

神
社
が
あ
る
と
不
思
議
な
気
が
し
た
が

水
の
神
様
と
聞
け
ば
山
奥
で
も
不
思
議

/1ヽ

池

久

江

で
は
な
い
。
そ
う
言
え
ば
牛
道
に
も
同

じ
名
前
の
神
社
が
あ

っ
た
の
を
車
の
中

か
ら
見
た
様
な
気
が
す
る
。

こ
こ
貴
船
神
社
は
水
を
司
る
神
と
し

て
崇
敬
が
厚
く
、
千
五
百
年
前
の
鎮
座

と
伝
え
ら
れ
、
以
前
は
奥
の
宮
の
地
に

あ

っ
た
が
貴
船
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
移

転
さ
れ
た
と
か
。
平
安
時
代
に
は
和
泉

式
部
、
宇
治
の
橘
姫
も
詣
で
た
と
い
う
。

鬱
ら
の
船
型
石
は
漁
業
関
係
の
信
仰

が
厚
い
と
か
、
船
型
石
を

一
廻
り
し
て

再
び
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
神
に

賽
銭
が
余
分
に
投
じ
ら
れ
て
、
カ
メ
ラ

の
前
に
笑
み
を
つ
く
り
、
近
く
の
茶
店

に

一
体
み
す
る
。

こ
の
山
奥
で
食
事
も
出
来
な
い
だ
ろ

う
と
の
心
配
り
か
用
意
さ
れ
た
お
に
ぎ

り
が
み
ん
な
に
配
ら
れ
る
。
縁
台
に
、

人
の
背
に
わ
ず
か
の
木
洩
れ
日
に
温
か

さ
を
感
じ
な
が
ら
簡
単
な
腹
ご
し
ら
え

を
す
る
。

「俺
は
に
ぎ
り
め
し
は
嫌
い

や
で
、
食

っ
た
こ
と
は
な
い
。
」

と
不

器
用
に
現
代
の
に
ぎ
り
め
し
を
、
ガ
サ

ガ
サ
し
て
い
る
老
人
に
手
を
借
し
て

一

緒
に
食
む
。

「嫌
い
な
も
の
で
も
別
墳

の
そ
ば
で
食
や
う
ま
い
わ
い
。
」
と
大

笑
い
し
な
が
ら
温
い
お
で
ん
も
運
ば
れ

）

て
楽
し
い

一
刻
を
す
ご
す
。

貴
船
か
ら
鞍
馬
へ
山
越
え
の
道
も
ぁ

る
様
だ
っ
た
が
、
神
社
を
後
に
貴
船
□

ま
で
戻
り
、
右
側
へ
鞍
馬
川
に
添
っ
て

鞍
馬
寺
に
向
う
。
細
い
谷
に
義
経
の
話

な
ど
と
び
交
い
も
み
ぢ
を
愛
で
な
が
ら

進
む
と
、
だ
ん
だ
ん
空
が
開
け
て
く
る
。

そ
の
昔
、
牛
若
丸
が
僧
正
ケ
谷
で
天

狗
に
つ
い
て
剣
術
を
学
ん
だ
と
卦
う
伝

説
か
ら
、
頭
の
中
に
は
杉
木
立
の
中
の

小
さ
な
寺
を
描
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は

全
く

一
変
し
て
、
朱
の
色
鮮
や
か
な
、

立
派
な
建
物
が
立
ち
並
び
、
目
を
見
張

ら
せ
た
。
古
く
か
ら
再
度
の
火
災
で
、

現
在
の
寺
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

復
興
さ
れ
た
と
い
う
、
朱
塗
り
の
献
燈
、

高
い
処
の
た
め
に
数
多
い
石
段
、
坂
道
、

山
門
か
ら
多
宝
塔
ま
で
歩
い
て
三
十
分

近
く
か
か
る
と
い
う
。
私
達
は
三
分
間

の
ケ
ー
ブ
ル
を
楽
し
ん
だ
。
左
右
草
木

に
珍
し
い
も
の
は
見
か
け
な
か
っ
た
が

束
の
間
で
あ

っ
た
。
広
い
庭
内
、
い
く

つ
か
の
寺
を
拝
み
、
覗
き
、
も
み
ぢ
葉

を
拾
い
、
こ
こ
か
ら
望
む
山
ま
た
山
の

視
界
に
静
け
さ
を
感
じ
、
ゆ
っ
く
り
下

山
す
る
。
み
や
げ
店
を
の
ぞ
き
、
想
像

も
し
な
か
っ
た
美
し
い
立
派
な
寺
を
後

に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
似
合
い
な
感
じ
を

残
し
て
、
さ
っ
き
の
道
を
戻
る
。

途
中
上
加
茂
神
社
に
古
く
落
付
い
た

美
し
さ
を
見
い
で
、
い
ヽ
気
分
で
砂
利

を
踏
み
、
大
樹
に
古
を
問
い
、
珍
ら
し

い
砂
灘
を
見
、
陽
の
傾
い
た
梢
に
風
の
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音
を
聞
き
、
広
々
と
し
た
神
社
を
後
に

車
窓
か
ら
加
茂
川
に
遊
ぶ
千
鳥
を
心
の

中
に
歌
い
、
今
日
の
泊
り
で
あ
る
く
に

荘
に
向
う
。
市
内
を
通
り
す
ぎ
な
が
ら

後
の
席
か
ら

「岐
阜
で
言
や
あ
西
柳
ケ

）

瀬
、
金
沢
で
い
ゃ
あ
香
林
坊
と
い
う
処

か
な
」
と
聞
え
て
く
る
。
遊
ぶ
場
所
は

何
処
に
で
も
あ

っ
た
。
今
日

一
日
鞍
馬

へ
の
始
め
て
の
楽
し
い
旅
が
終
ろ
う
と

し
て
い
る
。

手
遅
れ
の
く
り
ご
と

文
化
財
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と

思
う
も
の
が
、
次
々
と
手
遅
れ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
私
は
誠
に
残
念
に
思

う
の
で
す
。
な
ぜ
？
　
ど
う
し
て
？

も
し
か
し
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
次
々

に
提
言
す
る
私

っ
て
、
出
し
ゃ
ば
り
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん
な
自
己
嫌

悪
に
お
ち
こ
ん
で
、
ふ
さ
ぐ
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

ま
ず
、
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み

ま
し
ょ
う
か
。

そ
の

一
は
、
福
田
の
箕
浦
さ
ん
の
所

有
だ
と
思
い
ま
す
が
、
萱
ぶ
き
の
家
が

あ
り
ま
す
。
大
和
町
に
は
、
二
軒
し
か

な
い
萱
ぶ
き
の

一
軒
で
屋
根
が
く
さ
っ

て
今
に
も
つ
ぶ
れ
そ
う
で
す
。
先
日
見

に
行
き
ま
し
た
が
「
も
う
限
界
ぎ
り
ぎ

り
か
、
あ
る
い
は
手
の
つ
け
よ
う
も
な

い
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
あ
の
家
は
、

山
田
春
台
と
い
う
、
江
戸
時
代
の
終
り

か
ら
明
治
へ
か
け
て
の
お
医
者
様
の
家

木

島

泉

だ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

屋
根
を
ふ
く
人
足
が
い
な
い
、
ま
た

材
料
の
茅
が
な
い
と
い
う
話
を
き
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
で
き
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
た
っ
た
ひ
と
つ
、
無
い
の

は
お
金
。

ま
だ
以
前
に
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
な

ら
な
い
う
ち
に
、
箕
浦
さ
ん
か
ら
そ
ん

な
お
話
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の

だ
と
か
伺
い
ま
し
た
。
で
も
、
だ
め
だ

っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
二
、
名
皿
部
の
湿
原
。
郡
上
に

は
現
在
残
り
少
な
い
湿
原
植
物
が
、
も

う
ほ
と
ん
ど
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
ト
キ

草
、
コ
ウ
ホ
ネ
、
カ
キ
ラ
ン
、
タ
ス
キ

モ
な
ど
、
貴
重
な
植
物
を
は
じ
め
、　
ハ

ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
棲
息
地
と
し
て
、

残
し
て
お
き
た
い
湿
原
で
し
た
。
埋
め

た
て
て
、
工
場
な
ど
の
敷
地
に
し
た
方

が
、
値
打
ち
が
あ
る
と
い
う
話
も
き
き

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
は
日
照
時

間
も
わ
ず
か
で
、
宅
地
と
し
て
は
不
向

き
と
の
こ
と
。
何
と
か
残

っ
た
土
地
だ

け
で
も
助
け
て
い
た
だ
け
な
い
の
で
し

よ
う
か
。
こ
れ
も

一
度
は
行
政
側
と
の

折
衝
が
あ
り
、
結
局
だ
め
に
な
り
、
以

来
双
方
と
も
に
そ
の
気
な
し
。

そ
の
二
、
宗
祇
ざ
く
ら
。
兼
頼
の
手

前
の
橋
を
渡
ら
な
い
で
、
古
道
の
方
へ

少
し
登

っ
た
所
に
、
宗
祇
ざ
く
ら
と
い

わ
れ
て
き
た
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
木
は
、
切
っ
て
は
い
け
な
い
、

切
る
と
木
か
ら
血
が
出
る
、
切

っ
た
者

に
は
た
た
る
と
い
わ
れ
て
、
長
い
問
地

元
の
人
た
ち
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

む
か
し
、
宗
祇
が
歌
を
詠
ん
で
花
を

咲
か
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
め
っ

た
に
花
が
咲
か
な
い
の
で
、
宗
祇
の
歌

を
知

っ
て
い
た
ら
毎
年
咲
か
せ
ら
れ
る

の
に
と
、
土
地
の
古
老
は
残
念
が
ら
れ

ま
す
。

こ
の
木
は
、
昨
年
枯
れ
ま
し
た
。
気

が
つ
い
た
と
き
は
、
い
た
み
が
ひ
ど
く

て
、
手
の
つ
け
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で

す
。そ

れ
で
も
、　
一
昨
年
は
、
西
南
の
方

へ
一枝

の
び
て
、
そ
れ
が
、
花
を
咲
か

せ
、
実
さ
え
成
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
今
で
も
、
目
頭
が
熱
く
な
る
ほ
ど

に
、
そ
の
木
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
感

動
を
す
る
の
で
す
。
宗
祇
ざ
く
ら
っ
て

い
え
ば
、
ふ
つ
う
山
桜
か
な
に
か
と
思

う
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
あ
れ
は
ウ
ワ
ミ
ズ
桜
と
い
っ

）

て
、
ふ
つ
う
の
桜
と
同
じ
バ
ラ
科
に
属

し
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
亜
属
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ウ
ワ
ミヽ
ズ
ザ
ク
ラ
亜
属
と
い
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
も
、
サ
ク
ラ
と

は
い
わ
ず
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ま
た
は
ホ
エ

ブ
ト
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

な
ぜ
、
そ
れ
な
の
に
サ
ク
ラ
と
よ
び

な
ら
わ
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
く

り
か
え
じ
書
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
古
今

伝
授
に
ふ
か
い
関
り
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
は
、
古
名
を
ハ

ハ
カ
と
い
い
、
古
事
記
の
中
に
も
、
神

前
で
占
い
を
た
て
る
神
聖
な
木
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
古
今
伝
授
の
中
に
は

「

秘
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
カ
ニ
ハ
と
い

う
木
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の
カ
ニ
ハ
は

す
な
わ
ち
ハ
ハ
カ
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

但
し
、
カ
ニ
ハ
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
り
、
私
も
奈
良
の
万
葉
植
物
園
の
方

か
ら
指
導
を
う
け
ま
し
た
が
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
宗
祇
ざ
く
ら
は

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
で
あ

っ
た
こ
と
。
こ

の
伝
承
は
、
深
い
意
味
を
も
つ
も
の
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

で
き
た
ら
、
も
っ
と
研
究
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
現
物
は
枯
死
し
た
け
れ
ど
も

写
真
な
ど
で
、
残
し
、
位
置
の
確
認
を

し
、
継
ぐ
べ
き
木
を
、
植
え
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

更
に
、
せ
め
て
十
年
ほ
ど
前
に
、
手

当
て
を
し
、
土
な
ど
で
根
元
を
囲

っ
て

い
た
わ
っ
て
い
た
ら
、
あ
る
い
は
生
き

の
び
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

っ
て
み
て
も
今
更
詮
な
き
こ
と
な
が
ら

こ
れ
は
金
銭
的
な
問
題
よ
り
も
意
識
の

問
題
と
し
て
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

大
和
町
に
は
、
ま
だ
、
こ
う
し
た
問

題
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
生
活
は
大
切
で
、
優
先
さ
れ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
否
み
ま
せ
ん
が
、

古
い
大
切
な
も
の
を
喪

っ
て
い
く
こ
と

は
、
も
う
決
し
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

な
い
だ
け
に
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の

か
と
、
身
を
切
ら
れ
る
お
も
い
が
す
る

の
で
す
。

人
間
の
歴
史
と
い
う
も
の
は
、
こ
つ

然
と
今
は
じ
ま

っ
た
も
の
で
は
な
く
、

長
い
長
い
足
跡
。
そ
れ
が
つ
づ
い
て
今

あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
音
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ

き
現
在
が
き
ず
か
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

大
和
町
に
は
東
氏
の
歴
史
が
あ
り
、

皆
が
そ
の
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
歴
史
の
上

だ
け
で
は
な
く
、
今
も
未
来
も
、
い
ろ

ん
な
形
で
、
大
和
町
に
関
り
を
も
っ
て

い
か
ず
に
は
お
か
な
い
で
し
ょ
う
。

幸
い
資
料
館
も
で
き
、
小
田
原
か
ら

東
さ
ん
の
資
料
が
届
く
こ
と
も
、
ま
も

な
く
で
あ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

日
の
目
を
み
な
い
で
、
消
え
て
い
く



も
の
も
、
や
は
り
文
化
財
な
の
で
す
け

れ
ど
。
こ
う
訴
え
な
が
ら
、
私
は
や
は

り
、
自
信
を
な
ぐ
し
、
そ
れ
で
も
い
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
気
分
に
か
ら
れ
る

自
分
が
、
い
や
に
な
り
、
め
ん
ど
く
さ

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

有

代

信

吾

篠
脇
山
に
東
氏
を

懐
う

篠
脇
山
嶺
松
籟
澄
し

堅
塁
己
に
毀
れ
幾
星
霜

東
氏
の
歌
魂
伝
え
て
柄
燿
た
り

現
歌
稿
を
経
き
て
塵
事
を
忘
る

吾
が
故
里
を
謳
う

春
風
治
蕩
と
し
て
人
偕
に
和
ぎ

長
良
の
清
流
積
翠
を
巡
る

秋
風
鰯
鰯
と
し
て
霊
峰
遥
な
り

燎
頭
独
り
酌
ん
で
地
恩
を
歓
ぶ

森

藤

幸

ま
た

「
観
光
」
に
つ
い
て
は
国
語
大
辞

典
に
は
、

「他
国
他
郷
の
景
色
、
風
物

を
見
物
す
る
こ
と
、
ま
た
風
俗

・
制
度

等
を
視
察
す
る
こ
と
」
、
広
辞
苑
に
は

「他
の
土
地
を
視
察
す
る
こ
と
、
ま
た

そ
の
風
光
な
ど
を
見
物
す
る
こ
と
」

大
百
科
辞
典
で
は

「直
接
的
に
狭
い
意

味
で
は
他
国
他
地
域
の
風
景

・
風
俗

・

文
物
を
見
た
り
体
験
す
る
こ
と
、　
一
般

的
に
廣
い
意
味
で
は
楽
し
み
を
目
的
と

す
る
旅
行

一
般
の
こ
と
」
と
出
て
い
る
。

そ
し
て

「
観
光
」
と
い
う
言
葉
は
、
中

国
の
古
典
の

「易
経
」
の
中
に
あ
る

「

国
の
光
を
観
、
王
こ
れ
を
救
い
用
う
」

か
ら
出
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
少
し
古
い
け
れ
ど
も
昭
和
四
十

五
年

（
一
九
七
〇
）
に
総
理
府
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

「
観
光
と
は
自

然
景
観
や
名
所
旧
跡
を
鑑
賞
見
物
し
た

り
、
神
社
佛
閣
に
参
詣
す
る
こ
と
」
と

あ

っ
て
、
い
づ
れ
に
し
て
も
見
物
の
た

め
に
旅
行
す
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い

よ
う
だ
が
、
た
だ
し
か
つ
め
ら
し
く
考

え
る
必
要
は
な
い
に
し
て
も
漫
然
と
し

た
物
見
遊
山
や
、
酒
や
カ
ラ
オ
ケ
だ
け

の
旅
行
と
は

一
味
違
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
の
点
わ
が
大
和
町
文
化
財
保
護
協

会
の
例
年
の
旅
行
こ
そ
は
本
格
的
な
観

光
旅
行
で
他
の
手
本
だ
と
自
慢
し
て
も

い
い
と
思
う
。
そ
れ
は
ま
ず
、
旅
行
で

何
を
得
て
来
る
か
目
的
を
定
め
、
事
前

に
そ
の
目
的
物
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

し
、
バ
ス
の
中
で
も
講
座
を
開
い
て
勉

強
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
い
て
会
員
の
皆
さ
ん
は
同
志
的
な

信
頼
と
結
合
に
よ
っ
て
お
互
い
の
ふ
れ

合
い
が
良
い
の
で
と
て
も
楽
し
い
旅
行

だ
か
ら
で
あ
る
。

今
ど
こ
で
も
観
光
ブ
ー
ム
に
乗

っ
て

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
観
光
地
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
観
光
の
対
象
は
文
化
財
が
多
い
。
文

化
財
と
観
光
と
は
深
い
因
縁
が
あ
る
ら

し
い
。

文
化
財
は
先
人
の
尊
い
遺
産
で
あ
り

こ
れ
は
大
事
に
後
世
に
伝
え
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
み
ん
な
の
宝
で

あ
る
が
、
し
か
し
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
文
化
財
は

活
用
し
て
こ
そ
そ
の
意
義
が
あ
り
、
価

値
が
出
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
差

し
支
え
の
な
い
限
り
公
開
し
て
国
民
に

親
し
ま
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
を
深

め
さ
せ
、
そ
し
て
国
民
全
体
で
保
護
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
の
意
識

を
高
め
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。
京
都
の
一
部
寺
院
の
古
都
保
存

協
力
税
反
対
の
た
め
の
拝
観
停
止
は
、

）

国
民
の
要
望
を
無
視
し
て
国
民
の
文
化

財
の
私
物
化
で
あ
り
死
蔵
で
あ
る
。

本
町
に
も
文
化
財
は
相
当
数
あ
る
。

観
光
対
象
に
な
る
も
の
も
相
当
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
特
に
東
氏
遺
跡
な
ど
絶
好

の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
町
の
観
光
開
発
が
ま
だ
十
分
で
な

い
だ
け
に
、
町
当
局
が
先
頭
に
立
っ
て

文
化
関
係
者
、
観
光
関
係
者
が

一
丸
と

な
っ
て
町
の
文
化
財
を
再
認
識
し
、
こ

れ
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
を
し
て
、

町
経
済
発
展
の

一
助
と
も
す
る
よ
う
な

事
業
を
、
事
業
が
出
来
な
け
れ
ば
せ
め

て
運
動
で
も
進
め
る
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
当
町
の
歴
史
が

古
く
、
従

っ
て
文
化
の
根
も
深
い
関
係

上
当
町
単
独
で
な
く
、
昔
の
山
田
の
庄

の
立
場
に
立

っ
て
近
隣
町
村
を
誘
い
合

わ
せ
、
手
を
携
え
て
推
進
す
べ
き
だ
と

思
う
。

私
達
は
郷
土
発
展
の
た
め
に
、
観
光

と
い
う
こ
と
を
正
し
い
意
味
で
捉
え
、

観
光
地
づ
く
り
は
文
化
の
創
造
だ
と
い

う
認
識
に
立

っ
て
、
文
化
の
高
い
町
づ

く
り
に
努
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

「観
光
」
と

文
化
財

「暑
い
寒
い
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
彼
岸
を
過
ぎ
る
と
も
う

桜
だ
よ
り
が
新
聞
紙
上
に
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
、
春
の
息
吹
き
は
急
速
に
近

づ
き
つ
ヽ
あ
る
よ
う
だ
。

春
／
と
い
う
だ
け
で
何
か
心
が
浮
き

立
ち
、
春
霞
を
思
い
満
開
の
桜
を
想
像

す
る
と
、
金
の
あ
る
無
し
に
か
ヽ
わ
ら

ず
、
ま
た
年
齢
の
こ
と
な
ど
考
え
な
い

で
何
処
か
へ
飛
ん
で
行
き
た
い
よ
う
な

気
に
な
る
の
は
私

一
人
だ
け
だ
ろ
う
か
。

物
と
金
が
豊
か
な
時
代
に
な
っ
て
、

そ
の
上
春
と
も
な
れ
ば
世
は
ま
さ
に
旅

行
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
旅
行
と
い
え
ば
観

光
旅
行
、
観
光
旅
行
と
云
え
ば
観
光
バ

ス
に
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
、
そ
し
て
温
泉
と

神
社
佛
閣
参
拝
と

一
応
型
に
は
ま

っ
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
で
は

「
観
光
」
と

は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
物

好
き
に
せ
ん
さ
く
を
し
て
見
る
と
、

漢
和
辞
典
に
は

「観
」
と
は

「見
よ

う
と
意
識
し
て
見
る
、
念
を
入
れ
て
見

る
、
し
ら
べ
て
見
る
」
と
あ

っ
て
単
純

に
見
る
、
見
物
す
る
よ
り
深
い
意
味
が

あ
る
。

「光
」
に
つ
い
て
は

「光
る
、

か
ゞ
や
く
、
照
る
、
人
の
上
に
あ
る
火
、

す
ぐ
れ
た
文
物
制
度
」
な
ど
と
あ
り
、

）
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昭
和
六

一
年
度

会
員
名
簿（順

序
不
同
）

（氏
　
名
）

（役
名
）

（電
話
番
号
）

―
剣
―

山
下
　
運
平

（顧
問
）

山
下
　
真

一

河
合
　
俊
次

（理
事
）

畑
中
　
康
蔵

畑
中
　
定
夫

小
池
　
久
江

（理
事
）

国
枝
　
貞
雄

池
田
　
憲
三

山
下
ふ
み
え

日
置
　
智
夫

加
藤
　
正
恵

高
橋
　
　
明

（理
事
）

日
置
　
照
郎

加
藤
　
文
蔵

耐
囃
　
光

裕 一
（鋪
任
理
謂
）

高
橋
　
義

一
（常
任
理
事
）

青
木
　
卦
二

河
合
　
　
恒

河
合
　
芳
英

奥
村
千
代
子

尾
藤
　
一房
子

塚
原
富
美
子

―
大
間
見
―

野
田
　
直
治

（会
長
）

野
田
　
　
茂

（理
事
）

青
木
　
新
三

村
井
　
正
蔵

（監
事
）

日
置
　
　
繁

大
野
　
隆
成

大
野
　
紀
子

小
池
八
重
子

日
置
　
幸
雄

野
田
　
英
志

小
野
江
選
量

（理
事
）

清
水
　
一
作

山
下
　
直
美

藤
沢
五
三
郎

池
田
　
充
彦

小
野
江
利
久

小
野
江
　
勉

池
田
　
栄
枝

池
田
　
恒
純

日
置
智
恵
子

松
井
　
　
直

（理
事
）

松
井
　
　
博

坪
井
　
政
夫

坪
井
　
庄
市

古
田
　
　
忠

井
□
　

一
男

佐
藤
　
秀
夫

松
井
　
賢
雄

藤
代
　
順
行

―
小
間
見
―

田
代
　
俊
雄

（
理
事
）

田
中
　
五
呈

島
崎
　
英
二

平
沢
　
　
勤

―
万
　
場
―

畑
中
　
浄
園

（副
会
長
）

畑
中
　
真
澄

石
神
　
発
生

稲
葉
　
春
吉

黒
岩
き
く
ゑ

桑
田
　
和
子

桑
田
　
渥
見

桑
田
　
信
夫

黒
岩
　
弘
巳

三
島
　
秋
男

井
上
　
昌
保

（理
事
）

井
俣
　
初
枝

寛
　
　
明
代

―
徳
　
水ヽ
―

木
島
　
　
泉

（理
事
）

木
島
　
観

一

鷲
見
　
鈴
子

鷲
見
　
お
と

直
井
す
ゞ
江

矢
野
原
幸
子

鷲
見
　
ゆ
き

田
中
ま
さ
を

（理
事
）

山
内
喜
久
子

水
野
　
　
治

木
島
　
洋
女

土
松
　
新
逸

（理
事
）

遠
藤
　
賢
逸

渡
辺
　
明
夫

木
島
　
一二
郎

畑
中
　
文
枝

―
河
　
辺
―

清
水
　
貞
子

（理
事
）

清
水
美
佐
子

清
水
　
幸
江

）

田
中
喜

一
郎

尾
藤
　
一九
子

岩
谷
ま
す
の

横
枕
千
代
子

（理
事
）

前
田
　
　
孝

前
田
　
　
鈴

臼
田
と
も
子

―
神
　
路
―

森
　
　
忠
敬

（理
事
）

臼
田
　
尊
徳

和
田
　
月
男

（理
事
）

山
田
　
真
人

羽
生
　
　
清

―
牧
―

滝
日
　
準

一
（理
事
）

粟
飯
原
高
照

土
松
　
康
二

日
置
　
貞

一

土
松
　
貞
二

日
置
　
　
昇

松
森
　
益
吉

滝
日
　
　
治

遠
藤
　
光
平

遠
藤
　
米
吉

斉
藤
　
太
門

加
藤
　
一
男

（理
事
）

清
水
　
　
定

日
置
　
一
朗

遠
藤
　
周

一

田
□
　
勇
治

日
置
　
一九
衛

粥
川
　
　
溜

本
田
　
欽

一

金
子
　
　
徹
　
　
　
　
　
　
一二
四
二
六

―
栗
　
巣
―

島
崎
　
増
造

（監
事
）
　
　

一
〓
〓
壬
ハ

増
田
　
洋
子
　
　
　
　
　
　
四
〇
四

一

寛
　
政
之
助
　
　
　
　
　
　
四
〇
三

一

中
山
周
左
工
門

（理
事
）
　

一
一七
二
八

武
田
　
信
康
　
　
　
　
　
　
一
〓
一八
四

鷲
見
　
豊
夫
　
　
　
　
　
　
一
一七
八
八

野
田
　
光
誠
　
　
　
　
　
　
四
〇
二
七

―
古
　
道
―

松
井
　
弘
雄

（理
事
）
　
　
一
一七
九
五

細
川
　
　
優
　
　
　
　
　
　
一二
八
六

一

―
名
皿
部
―

有
代
　
信
吾

（訓
護
）
　
　
一二
七
九

一

有
代
　
和
夫
　
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

一

尾
藤
　
　
由
　
　
　
　
　
　
一二
四
三
〇

森
下
　
正
則
　
　
　
　
　
　
一二
四

一
三

下
広
　
茂

一　
　
　
　
　
　
一二
八
九
五

―
島
―

森
藤
　
幸

（副
会
長
）
　
　
一
一七
〇
六

森
藤
　
雅
毅
　
　
　
　
　
　
一
〓
ハ
八
四

奥
田
　
保
次
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
壬

一

此
島
　
　
広

（顧
問
）
　
　
一
一四
八
〇

須
甲
　
甚

一　
　
　
　
　
　
一
工
全
ハ
七

山
田
　
長
次

（理
事
）
　
　
一量
ハ
四
八

山
田
　
昌
枝
　
　
　
　
　
　
一壬
ハ
四
八

森
　
　
数
雄
　
　
　
　
　
　
一
一五
五
四

山
田
　
　
良
　
　
　
　
　
　
一
一七
九

一

山
田
　
良

一　
　
　
　
　
　
一
一七
二
八

松
井
　
一昼

一　
　
　
　
　
　
一二
五
八
二

直
井
　
篤
美
　
　
　
　
　
　
一
〓
全
全
一

―
自
　
鳥
―

玉
井
　
秀
夫
　
　
　
　
一
一―
三
三
二

一

一
一
八
五

一二
八
五

一四
三
六

一
一一一一一
一三

二
二
五
四

三
二
三
〇

三
二
三
〇

二
三
〇
七

二
七
七
〇

二
二
八
五

三
七
二
六

三
〇
八
六

二
九
二
八

〓
一　
一　
一　
二ハ

三
〇
九
〇

二
七
〇
二

二
七
二
五

三
二
八
五

二
八
七
九

二
〇
五
二

四
〇
八
五

二
五
〇
八

四
〇
九
二

二
五
〇
四

四
〇
九
〇

四
〇
二
〇

四
〇
〇

一

二
九
九

一

三
〇
六
〇

二
九
六
五

二
五
四
七

三
〇
三
七

三
九
二
七

二
四
四

一

二
四
四

一

二
四

一
三

二
五
〇
三

二
四
六
〇

二
四

一
九

二
四
四
六

二
四

一
八

二
四
五
八

二
四
六

一

二
五
二

一

二
七
五
八

二
五
三
二

二
〇
二
三

二
〇
二
三

二
〇
〇
五

二

一
八
九

二
五
九
二

二
〇
七
七

二
二
八
九

二
〇
六
七

一
一エハ
一　
エハ

二
六

一
〇

二
五
九

一

二
七
三

一

一
一
一
一
一
一

二
六
九
五

二
五
九
〇

二
三
八
二

二
〇
五
二

二
〇
二

一

二
〇

一
九

三
四

一
〇

二

一
四
七

三
二
六
七

二
三
八
九

二

一
〇

一

一二
エハ
エハ
エハ

二
二
五
〇

二
〇
八
三

二
七
三
〇

三
四
六
三

一
一
一
一
四

二
二
七

一

二
七
〇
五

一
一一一一エハ
一
一

二
七
二
九

一
一エハ
エハ
一　一

二
九
八
〇

一一〓
ハ
〓
一エハ

三
九
二
三

二
四
〇
六

二
九
八

一

三
六
三
七

二
九
二
二

二
八
七
〇

二
七

一
〇

三
六
七
四

二
八
九
〇

二
九
五
〇

三
四

一
七

三
二
八
七

三

一
六
〇

四 三 二 二 二 二 三 二 三 二 二
舌 三 モ 三 量 三 云 三 轟 三 轟 孟

四 元 25云 元 売 8888異 。 三 二 八 九 七 六 〇 四 九 〇
三 三 二 四 八 三 二 〇 一 二 二 八 七 〇 七 二 三 六 八 七 六 五 六



昭
和
六

二
年
度

事
業
計
画

一
、
〈
〓
　
議

ｏ
総
会
の
開
催
　
四
月
二
五
日

ｏ
役
員
会
の
開
催

四

・
六

。
九

・
一
・
三
の
各
月

及
び
臨
時
会

ｏ
常
任
委
員
会
の
開
催
　
随
時

二
、
研
修
お
よ
び
見
学

ｏ
文
化
財
に
関
す
る
講
演

大
和
町
の
古
城
に
つ
い
て

ｏ
文
化
財
見
学

六
月
八
日
　
関
市
方
面

一
一
月

〓

一―

〓
一百

（
一
泊

二
日
）
京
都

・
奈
良
方
面

ｏ
県
本
部
研
修
会
に
参
加

ｏ
そ
の
他
臨
時
文
化
財
見
学

ｏ
湿
地
植
物
の
移
植

三
、
〈
〓　
報

ｏ
「文
化
財
や
ま
と
」
の
発
行

Ｂ
５
版
八
ペ
ー
ジ
ー

一
四
ペ
ー
ジ

三
〇
〇
部

昭和62年 度予算計画昭和 61年度決算報告

「
文
化
財
や
ま
と
」
第
十
二
号
　
昭
和
六

イ
「

）

一月
二

一
日
発
行
　
　
発
行
者
／
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
　
　
代
表
者
　
野
田
直
治

印
刷
者
／
白
鳥
タ
イ
プ
印
刷

額

費

費

費

費

費

会

議

会

員

業

修

総

役

　

研

1, 会

2,事

会 報 発 行 費

湿地植物移植費

3,事 務 局 費

4, 負

5, 予

費

費

費

他

金

費

口
ｍ

耗

信

　

の

担

備

消

通

旅

そ

⑤
Ｏ
④
③

◇
　
今
年
は
暖
冬
で
過
ご
し
や
す
い
冬

で
し
た
が
、
二
月
は
意
外
の
寒
波
が

お
と
ず
れ
て
、
風
邪
が
は
や
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

◇
　
会
報
第

一
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

原
稿
を
お
よ
せ
下
さ
っ
た
方
に
深
謝

し
ま
す
。
私
達
の
会
報
で
す
。
ど
な

た
も
気
軽
に
お
投
稿
下
さ
い
。

◇
　
今
年
六
月
に
は
待
望
の
文
化
財
収

蔵
庫
が
完
成
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

昔
の
人
の
生
活
用
具
が
重
要
な
民
俗

文
化
財
と
し
て
よ
り
多
く
収
納
さ
れ

る
よ
う
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

◇

　
「
つ
ね
に
学
び
、
文
化
の
高
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
町
民

憲
章
の
第

一
条
を
単
な
る
標
語
に
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
お
互
い
に
努
力
し

ま

し

ょ

う

。

◇
　
エハ
月
に
は
関
方
面
に
、　
一
一
月
に

は
洛
東

・
奈
良
に
文
化
財
見
学
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
そ
の
日

程
を
あ
け
て
お
い
て
、
是
非
多
数
参

加
し
て
下
さ
い
。
　

　

（畑
中
記
）

収 入 の 部

121,633

288,000

970,000

43,000

3,000

1,425,633

予

収 入 の 部

49,577

288,000

875,000

43,000

17,620

1,273,197

支 出 の 部

90,000

50,000

40,000

1,130,000

970,000

70,000

90,000

50,000

10,000

15,000

10,000

15,000

150,000

5,633

1,425,633

支 出 の 部

差引残次年度へ繰越

1, 会

2, 事

3,事

総

役

　

研

会

　

消

通

旅

そ

議

会

拳

業

修

中

赫

制

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

他

金

費

負

予

の

担

備

74,440

62,680

11,760

899,904

859,904

40,000

30,220

150

5,940

8,580

15,550

147,000

1,151,564

121,633
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